
１・ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■危機管理型ハード対策

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、枝幸町、利
尻町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

浜頓別町、中頓別町、礼文
町、利尻富士町

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

中頓別町、枝幸町、礼文町 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、猿払村、
中頓別町、枝幸町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町、礼文町、
利尻町、利尻富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

猿払村、利尻町 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

⑦ＳＮＳ、防災ラジオ、緊急エリアメール、コミュ
ニティＦＭ等の様々な情報伝達手段の整備

⑤水害リスクが高い箇所に対して、洪水時の
避難勧告等の発令判断に活用する水位計の
整備

④水防拠点の整備

③高齢者等に配慮し、防災ラジオなど様々な
情報伝達手段の整備を検討し、現在行ってい
る情報伝達手段と合わせて運用することにより
充実を図る。

②洪水予報等をプッシュ型で情報発信するた
めのシステム構築

宗谷総合振興局

①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を
支援するため、スマートフォンを活用したリアル
タイム情報を提供するためのシステム構築

稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

資料３
進捗達成度

（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

宗谷総合
振興局

稚内開発
建設部

礼文町 利尻町 利尻富士町
北海道警察

旭川方面本部
稚内警察署

令和元年度（２０１９年度）における河川の減災に係る取組予定
大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期 中頓別町 枝幸警察署

稚内地区
消防事務組合

消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

①堤防整備等 宗谷総合振興局 引き続き実施

引き続きクサン
ル川、頓別川、
北見幌別川に
て河川改修事
業、タネトンナイ
川にて砂防事
業を実施。河道
内の伐開を頓
別川、エサシウ
エンナイ川、北
見幌別川、オム
ロシュベツ川、
徳志別川、フー
レップ川、音標
川にて実施。

クサンル川の早
期改修を継続し
て要望。

タネトンナイ川
上流部砂防ダ
ムの新設及び
既存ダムと流水
路堰堤の補強
等の工事継続
実施。

枝幸町

①堤防天端の保護 宗谷総合振興局 引き続き実施

頓別川、北見幌
別川にて天端
舗装工事を実
施。

宗谷総合振興局 引き続き実施

・昨年度に引き
続き、防災訓練
の場でスマホ版
「川の防災情
報」等について
幅広く周知を行
う。
・昨年度に引き
続き、スマホや
タブレットを用い
て迅速な防災対
応を図るよう努
める。

宗谷総合振興局 引き続き実施

昨年度に引き続
き、プッシュ型
の洪水予報等
の情報発信に
ついて情報収集
等を行う。

緊急告知防災ラ
ジオの運用、コ
ミュニティＦＭの
活用を継続。

昨年度に引き続
き、IP告知端末
等による情報伝
達体制の整備、
強化を検討。

昨年度に引き続
き、IP告知端末
等による情報伝
達体制の整備、
強化を検討。

昨年度に引き続
き、防災無線設
備を整備中。

昨年度に引き続
き、IP告知端末
等による情報伝
達体制の整備、
強化を検討。

昨年度に引き続
き、IP告知端末
等による情報伝
達体制の整備、
強化を検討。

昨年度に引き続
き、防災ラジオ
等の整備を検
討。

昨年度に引き続
き、IP告知端末
等による情報伝
達体制の整備、
強化を検討。

引き続き実施

昨年度に引き続
き、北見幌別川
（枝幸町下幌別
地区）の資材
ヤード整備実施
に向けて予算要
求。

宗谷総合振興局 平成30年度から実施

・危機管理型水
位計を一の沢
川、知来別川、
ウソタンナイ川、
大沢川、タネト
ンナイ川ほか計
９河川に設置。
・簡易型河川監
視カメラをクサ
ンル川などに設
置。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、利尻町

昨年度に引き続
き、関係機関と
連絡体制を確
認。

緊急告知防災ラ
ジオの運用、コ
ミュニティＦＭの
活用を継続。

昨年度に引き続
き、登録制配信
メールの機能改
善。

昨年度に引き続
き、多様な情報
伝達手段の確
保及び利活用を
検討。

昨年度に引き続
き、防災無線設
備を整備中。

⑥迅速な水防活動を支援するための水防資機
材の整備

昨年度に引き続
き、水防資機材
の点検、配備。

昨年度に引き続
き、関係機関の
資機材保有状
況を防災情報シ
ステムで共有。

昨年度に引き続
き、土のうス
テーションを整
備、運用。

昨年度に引き続
き、消防団単位
で資機材を配
備。

昨年度に引き続
き、河川付近に
資機材の配備
を検討。

昨年度に引き続
き、救命ボート、
救命胴衣、ス
ローロープ、土
のう等を配備。

・多様な情報伝
達手段の確保
及び利活用を検
討。
・全戸配付のＩＰ
告知端末の欠
点（自己給電機
能なし）を補う
等、情報伝達手
段の強化を検
討。

昨年度に引き続
き、多様な情報
伝達手段の確
保及び利活用を
検討。

・昨年度に引き
続き、多様な情
報伝達手段の
確保及び利活
用を検討。
・昨年度に引き
続き、防災ラジ
オ等の整備を検
討。

防災ラジオの導
入検討。

⑧避難場所の明確化（避難誘導のための看板
設置等）に関する取組を行う

昨年度に引き続
き、避難場所の
看板を設置。

昨年度に引き続
き、避難場所の
看板を設置。

昨年度に引き続
き、避難誘導看
板の設置を検
討。

昨年度に引き続
き、避難場所の
看板を設置。

昨年度に引き続
き、避難誘導看
板の設置を検
討。

昨年度に引き続
き、避難誘導看
板の設置を検
討。

昨年度に引き続
き、避難場所の
見直し。

避難所、避難場
所の変更が生じ
た際に、随時移
設を検討。

昨年度に引き続
き、河川付近に
資機材の配備
を検討。

昨年度に引き続
き、資機材を整
備。

稚内市、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻富
士町

昨年度に引き続
き、小型排水ポ
ンプを整備、操
作訓練実施。
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稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

資料３
進捗達成度

（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

宗谷総合
振興局

稚内開発
建設部

礼文町 利尻町 利尻富士町
北海道警察

旭川方面本部
稚内警察署

令和元年度（２０１９年度）における河川の減災に係る取組予定
大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期 中頓別町 枝幸警察署

稚内地区
消防事務組合

消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

枝幸町

２・ソフト対策の主な取組

① 広域的に氾濫する地域特性を踏まえた迅速かつ確実な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項

宗谷総合振興局 引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町

洪水浸水想定区域図指
定後に実施

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

猿払村、礼文町、利尻町、利
尻富士町

洪水氾濫危険区域図提
供後に実施

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

利尻富士町 令和元年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内地区消防事務組合消防
本部、利尻礼文消防事務組
合消防本部、南宗谷消防組
合消防本部

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、利尻町

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

２・ソフト対策の主な取組

① 広域的に氾濫する地域特性を踏まえた迅速かつ確実な避難行動のための取組

■平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町

平成30年度から検討 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

④タイムラインを活用した関係機関との連携に
よる訓練の実施及び精度向上

③避難勧告等の発令に着目したタイムライン
の作成および支援

②道路管理者との連携により避難経路を検討

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町

宗谷総合振興局

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町

①想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図等に基づき、避難経路途絶前の避難等を想
定した避難場所・方法及び経路の見直しを行
い、地域防災計画及びハザードマップへの反
映

③想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図に基づいたまるごとまちごとハザードマップ
※の作成と周知

②想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図等に基づいたハザードマップの作成と周知

①想定最大規模も含めた浸水想定区域図、浸
水シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域
の作成・公表

⑤各地域における避難勧告等の発令を判断す
るための情報や、住民への情報伝達方法・伝
達内容について役場職員向けマニュアルの作
成及び地域防災計画の見直し

⑥農協等と連携して、広域に分散する酪農施
設、災害時要配慮者利用施設における水平避
難のための時間や逃げ遅れ等により垂直避難
となった場合等を考慮した避難場所等の確保・
訓練等に関する取組を促進

地域防災計画
の改定、ハザー
ドマップ更新の
実施、検討。

浸水想定区域
図等の提供後、
地域防災計画
見直し、ハザー
ドマップ作成を
検討。

必要に応じて見
直しを検討。

浸水想定区域
図等の提供後、
地域防災計画
見直し、ハザー
ドマップ作成を
検討。

浸水想定区域
図（ウエンナイ
川）を作成、提
供。

全町域における
最大想定の提
供後、ハザード
マップを作成。

平成30年度から実施
検証、見直しを
行い引き続き運
用を図る。

昨年度に引き続
き、国直轄河川
の先行事例に
ついて情報提
供。

避難勧告着目
型タイムライン
の作成支援。

作成したタイム
ラインの運用、
見直し、調整、
住民周知。

避難勧告着目
型タイムライン
の作成について
引き続き検討。

作成したタイム
ラインの運用、
見直し、調整、
住民周知。

工事による道路
の通行止め情
報の提供を継
続して実施。

各自治体の避
難行動計画等
の作成時に協
力可能。

浸水想定区域
図をもとに避難
経路等を検討。

避難行動マニュ
アルを継続して
検討。

避難経路等に
ついて継続して
検討。

避難経路等の
確認、検討。

避難経路等に
ついて継続して
検討。

避難経路等に
ついて継続して
検討。

避難経路等に
ついて継続して
検討。

避難経路等の
確認、検討。

作成したタイム
ラインの運用、
見直し、調整、
住民周知。

作成したタイム
ラインの運用、
見直し、調整、
住民周知。

作成したタイム
ラインの運用、
見直し、調整、
住民周知。

避難勧告着目タ
イムラインの作
成。

タイムラインを
活用した避難訓
練の支援を継
続実施。

タイムラインの
精度向上に向
けた作業の支
援や避難訓練
へ参画を継続
実施。

タイムラインを
活用した訓練の
実施。

タイムライン作
成後に検討。

タイムラインを
活用した訓練等
を継続実施。

タイムラインを
活用した訓練の
実施。

タイムラインを
活用した訓練の
実施。

タイムラインを
活用した訓練等
を継続実施。

タイムラインを
活用した訓練の
実施。

引き続き実施

昨年度に引き続
き、市町村にお
ける避難勧告等
の判断・伝達マ
ニュアル作成を
支援。

昨年度に引き続
き、市町村の防
災会議に参加、
計画策定につ
いて助言等を行
う。

昨年度に引き続
き、避難勧告等
の判断・伝達マ
ニュアル、地域
防災計画の見
直しのついて支
援。

昨年度に引き続
き、職員初動マ
ニュアル及び地
域防災計画等
の見直しを検
討。

地域防災計画
更新素案を作
成。

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。

昨年度に引き続
き、洪水対応訓
練において、酪
農地帯や要配
慮者利用施設
等の避難対策
を含めた中で、
課題と対応策に
ついて検討。

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。

引き続き実施
浸水想定区域
図（ウエンナイ
川）を公表。

浸水想定区域
図（ウエンナイ
川）及び氾濫危
険区域図（大沢
川、エボト川、タ
ネトンナイ川）を
関係自治体に
提供。

ハザードマップ
作成を支援。

新たな浸水想定
区域図、氾濫危
険区域図に基
づくハザード
マップを作成。

浸水想定区域
図等の公表後
にハザードマッ
プ作成を検討。

継続してハザー
ドマップを作成。

Ｈ３１以降、全町
域における浸水
想定区域図等
の提供を受け、
ハザードマップ
を作成。

新たな浸水想定
区域図、氾濫危
険区域図に基
づくハザード
マップを作成。

新たな浸水想定
区域図、氾濫危
険区域図に基
づくハザード
マップを作成。

転入者等に対
するハザード
マップの周知。

引き続き実施

昨年度に引き続
き、ハザードマッ
プ作成のための
浸水想定区域
図等を関係自
治体に提供。

ハザードマップ
作成を支援。

昨年度に引き続
き、ハザードマッ
プ作成のための
浸水想定区域
図等を関係自
治体に提供。

ハザードマップ
作成後、必要性
を含め検討。

浸水想定区域
図等の公表後
に作成を検討。

継続してまるご
とまちごとハ
ザードマップ作
成を検討。

浸水想定区域
図等の公表後
に作成を検討。

継続してまるご
とまちごとハ
ザードマップ作
成を検討。

浸水想定区域
図等の公表後
に作成を検討。

継続してまるご
とまちごとハ
ザードマップ作
成を検討。

まるごとまちごと
ハザードマップ
周知を継続実
施。

土砂災害ハ
ザードマップの
作成に併せて
作成予定。

広報誌等への
掲載、配付によ
り避難意識の啓
発を図る。

・昨年度に引き
続き、要配慮者
利用施設等の
状況を確認し、
避難に関する取
組の継続を促
す。
・垂直避難を考
慮した避難行動
マニュアルの作
成。

タイムラインを
活用した訓練等
を継続実施。

関係機関との連
携により訓練等
を検討。

関係機関との連
携により訓練等
を検討。

関係機関との連
携により訓練等
を検討。

地域防災計画
の改定、ハザー
ドマップ更新の
実施、検討。

地域防災計画
の改定、ハザー
ドマップ更新の
実施、検討。

地域防災計画
の改定、ハザー
ドマップ更新の
実施、検討。

タイムラインの
精度向上を踏ま
えた訓練等の参
加、協力。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設等の状
況を確認し、避
難に関する取組
の継続を促す。

昨年度に引き続
き、酪農地帯や
要配慮者利用
施設等における
避難に関する取
組を検討。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設等の状
況を確認し、避
難に関する取組
の継続を促す。

昨年度に引き続
き、酪農地帯や
要配慮者利用
施設等における
避難に関する取
組を検討。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設等の状
況を確認し、避
難に関する取組
の継続を促す。

タイムラインを
活用した洪水対
応訓練を継続
実施。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、

職員初動マニュ
アル及び地域
防災計画等の
見直し。
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稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

資料３
進捗達成度

（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

宗谷総合
振興局

稚内開発
建設部

礼文町 利尻町 利尻富士町
北海道警察

旭川方面本部
稚内警察署

令和元年度（２０１９年度）における河川の減災に係る取組予定
大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期 中頓別町 枝幸警察署

稚内地区
消防事務組合

消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

枝幸町

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内開発建設部 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

２・ソフト対策の主な取組

② 広範囲にわたる氾濫被害から地域を守り、被害を最小化するための水防活動・復旧に関する取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、北海道警察旭
川方面本部、稚内警察署、
枝幸警察署

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

稚内市、浜頓別町 平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

利尻富士町 令和元年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、猿払村、中頓別町、
枝幸町、礼文町、利尻町

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士
町、北海道警察旭川方面本
部、稚内警察署、枝幸警察
署、稚内地区消防事務組合
消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消
防組合消防本部

①毎年、重要水防箇所の見直しを実施すると
ともに、水防団（消防団）や住民が参加する水
害リスクの高い箇所の共同点検を実施

⑥防災無線やホームページ等を活用した住民
の水防災意識啓発のための広報の充実

⑤関係機関の職員及び住民を対象とした防災
教育や広域に分散する酪農施設への対応を
踏まえた訓練の実施

④小学生を中心とした河川の洪水の特徴を踏
まえた防災教育の実施

③広範囲にわたる浸水被害の状況を踏まえ、
迅速な水防活動を支援するため、水防資機材
が不足する地域に新たな保管場所を検討の
上、充実を図る

⑤自衛隊等の災害派遣要請に係る調整方法
について確認

宗谷総合振興局、稚内地方
気象台、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、利尻富士
町、北海道警察旭川方面本
部、稚内警察署、枝幸警察
署、稚内地区消防事務組合
消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消
防組合消防本部

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
浜頓別町、利尻町、北海道
警察旭川方面本部、稚内警
察署、枝幸警察署

猿払村、礼文町、利尻町、稚
内地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合
消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

昨年度に引き続
き、「一日防災
学校」の取組を
実施。

昨年度に引き続
き、国直轄河川
で先行している
情報を入手し、
防災教育に関
する資料収集や
情報提供を行
う。

関係機関と連携
した平時におけ
る防災に関わる
啓発を継続して
実施する。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携し、啓発を
行う。

昨年度に引き続
き、防災教育情
報を提供。

防災教育の促
進を継続実施。

小学校において
防災教室を実
施する。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携して防災教
育の実施を検
討。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携して防災教
育の実施を検
討。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携して防災教
育の実施を検
討。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携して防災教
育の実施を検
討。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

引き続き避難訓
練に合わせて
防災講話を実
施。

効果的な訓練
実施を検討。

昨年度に引き続
き、住民等を対
象とした各種防
災訓練、講話を
実施。

昨年度に引き続
き、住民等を対
象とした各種防
災訓練、講話を
実施。

昨年度に引き続
き、住民等を対
象とした各種防
災訓練、講話を
実施。

昨年度に引き続
き、防災訓練へ
の参加、協力を
実施。

昨年度に引き続
き、防災訓練へ
の参加、協力を
実施。

昨年度に引き続
き、防災訓練へ
の参加、協力を
実施。

昨年度に引き続
き、「宗谷防災
講座」を開催、
防災・気象に関
する講話を実
施。

昨年度に引き続
き、水防災意識
向上のための
講習会として出
前講座メニュー
「防災の基礎知
識と災害支援に
ついて」に登
録。

昨年度に引き続
き、「宗谷防災
講座」を開催、
防災・気象に関
する講話を実
施。

防災教育や訓
練の実施を検
討。

効果的な訓練
実施を検討。

効果的な訓練
実施を検討。

効果的な訓練
実施を検討。

効果的な訓練
実施を検討。

引き続き実施

昨年度に引き続
き、開設済みの
「ほっかいどう
の防災教育」
ポータルサイト
について、幅広
く啓発を行う。

HP等を活用した
情報提供により
広報の充実を
図った。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、ミニ広報誌
や各種イベント
時に街頭啓発。

昨年度に引き続
き、ミニ広報誌
や各種イベント
時に街頭啓発。

昨年度に引き続
き、ミニ広報誌
や各種イベント
時に街頭啓発。

昨年度に引き続
き、関係機関と
協力して対応。

昨年度に引き続
き、資機材の充
実を図る。

必要資機材を
関係機関と検
討。

昨年度に引き続
き、資機材の充
実を図る。

昨年度に引き続
き、資機材の定
期的な現況把
握と情報共有。

昨年度に引き続
き、関係機関と
協力して対応。

昨年度に引き続
き、関係機関と
協力して対応。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町、北海道警
察旭川方面本部、稚内警察
署、枝幸警察署

引き続き実施
重要水防箇所
の共同点検を
実施する。

共同点検に参
加。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、水害リスク
の可能性がある
箇所について関
係機関と情報共
有を図る。

昨年度に引き続
き、出水期前に
点検を行う。

昨年度に引き続
き、災害発生予
想危険箇所の
把握と職員への
周知を図る。

昨年度に引き続
き、災害発生予
想危険箇所の
把握と職員への
周知を図る。

昨年度に引き続
き、災害発生予
想危険箇所の
把握と職員への
周知を図る。

④的確な水防活動等を実施するため、リーフ
レットの配布やポスター掲示を通じ、水防団
（消防団）員数の確保を図る

宗谷総合振興局、稚内市、
猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻
町、稚内地区消防事務組合
消防本部、利尻礼文消防事
務組合消防本部、南宗谷消
防組合消防本部

引き続き実施

昨年度に引き続
き、消防庁の
「消防団加入促
進キャンペー
ン」期間（１～３
月）にあわせ
て、市町村とと
もにポスターの
掲示及び加入
促進活動を行
う。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、水防資機材
の確保が必要
な地域を自治体
と検討。

昨年度に引き続
き、各事務所、
道の駅などに配
備している資機
材の整備・補
充。

継続して土のう
ステーションの
管理運用を行
う。

昨年度に引き続
き、資機材の充
実を図る。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

宗谷総合振興局、稚内市、
猿払村、浜頓別町、中頓別
町、枝幸町、礼文町、利尻町

引き続き実施

昨年度に引き続
き、ラジオ、広報
紙、HP等を活用
して啓発。

昨年度に引き続
き、津波・地震
を主対象とした
避難訓練に水
防を加えた防災
教育を実施。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充について自
治体と連携して
取組。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充について自
治体と連携して
取組。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

昨年度に引き続
き、災害派遣要
請の調整方法
を確認。

水防訓練の実
施。

・水防訓練に参
加。
・昨年度に引き
続き、関係機
関、住民と連携
した水防訓練を
検討。

昨年度に引き続
き、関係機関、
住民と連携した
水防訓練を検
討。

水防訓練へ参
加。

水防訓練へ参
加。

水防訓練へ参
加。

水防訓練へ参
加。

災害派遣要請
の調整方法を
確認。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充を推進。

水防訓練に参
加。

水防訓練に参
加。

水防訓練に参
加。

昨年度に引き続
き、水防訓練の
実施を検討。

・水防訓練に参
加。
・昨年度に引き
続き、関係機
関、住民と連携
した水防訓練を
検討。

昨年度に引き続
き、消防団員の
拡充について自
治体と連携して
取組。

昨年度に引き続
き、資機材の充
実を図る。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携し、風水害
を想定した防災
対応訓練を実
施。

・水防訓練に参
加。
・昨年度に引き
続き、関係機
関、住民と連携
した水防訓練を
検討。

水防訓練へ参
加。

水防訓練へ参
加。

②関係機関が連携した広範囲に及ぶ浸水を想
定した水防訓練を実施

稚内市、猿払村、中頓別町、
枝幸町、礼文町、利尻町、稚
内地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合
消防本部、南宗谷消防組合
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稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

資料３
進捗達成度

（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

宗谷総合
振興局

稚内開発
建設部

礼文町 利尻町 利尻富士町
北海道警察

旭川方面本部
稚内警察署

令和元年度（２０１９年度）における河川の減災に係る取組予定
大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期 中頓別町 枝幸警察署

稚内地区
消防事務組合

消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

枝幸町

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

２・ソフト対策の主な取組

② 広範囲にわたる氾濫被害から地域を守り、被害を最小化するための水防活動・復旧に関する取組

■拠点施設等の自衛水防の推進に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■氾濫水の排水、施設運用等に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■要配慮者利用施設等の自衛水防の推進に関する取組

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部

引き続き実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成30年度から実施 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

⑥水防団（消防団）間での連携、協力に関する
検討

②要配慮者利用施設等への浸水リスクの説明
と水害対策等の啓発活動

①タイムラインを活用した要配慮者利用施設と
連携した情報伝達訓練や避難訓練の検討及
び要配慮者利用施設における避難確保計画
の作成に向けた支援の検討

②訓練を通じ、排水ポンプ車等の出動要請に
係る関係機関との調整方法について確認

①想定最大規模の洪水を想定し、資機材の配
置・搬入経路・排水ルート等を考慮した排水計
画を作成

②大規模工場等の自衛水防に係る取組の推
進

①浸水想定区域内の拠点施設（病院等）に対
し、水害リスクについての情報共有を図り、耐
水化を促進

⑨想定最大規模の洪水に係る浸水想定区域
図に基づいた水防計画の見直し

⑧市町村向け川の防災情報による河川水位
や排水設備等情報の共有

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町

引き続き実施

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

⑦市町村防災担当職員を対象とする防災対応
力の向上を図る取組を行う

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、北海道警察旭川方
面本部、稚内警察署、枝幸
警察署、稚内地区消防事務
組合消防本部、利尻礼文消
防事務組合消防本部、南宗
谷消防組合消防本部

引き続き実施

昨年度に引き続
き、市町村が実
施する防災訓練
に道の訓練担
当職員を派遣
し、企画等の支
援を行う。

防災対応に係る
サポート実施可
能。

引き続き市町村
職員の研修等
をサポートす
る。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

継続して取組を
行い職員の防
災力向上を促
進。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内
警察署、枝幸警察署、稚内
地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合
消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

引き続き実施

昨年度に引き続
き、水位周知河
川に指定されて
いない河川で特
に必要と認める
河川(クサンル
川）において、
浸水想定及び
河川水位等の
情報を提供。

昨年度に引き続
き、河川水位の
情報を「川の防
災情報」ＨＰを
通じて公表、防
災情報共有ＷＡ
Ｎによる防災情
報の共有。

昨年度に引き続
き、避難勧告の
判断及び発令
の目安となる流
域雨量指数の
予測値をもとに
した洪水注意
報・警報・気象
情報を発表。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域図を関係自
治体に提供。

水防計画見直し
によるハザード
マップ等の作成
を支援。

水防計画見直し
によるハザード
マップ等の作成
を支援。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

浸水想定区域
図やハザード
マップに基づい
た水防計画の
見直しを検討。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、市町村担当
者との情報共有
や連絡体制の
確立を図る。

稚内市、猿払村、浜頓別町、
枝幸町、利尻町

平成30年度から実施
浸水想定区域
図等の提示後
に検討。

浸水想定区域
図等の提示後
に検討。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の拠点施
設に対し情報提
供し耐水化を検
討。

稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町

平成30年度から実施

浸水想定区域
の情報提供と自
衛水防の検討
への協力を行
う。

浸水想定区域
図等の提示後
に検討。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の大規模
工場に対し情報
提供し自衛水防
の検討へ協力。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の大規模
工場に対し情報
提供し自衛水防
の検討へ協力。

浸水想定区域
図等の提示後
に検討。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の拠点施
設に対し情報提
供し耐水化を検
討。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の拠点施
設に対し情報提
供し耐水化を検
討。

昨年度に引き続
き、浸水想定区
域内の拠点施
設に対し情報提
供し耐水化を検
討。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町

平成30年度から実施

昨年度に引き続
き、協議会にお
いて連絡方法
等を確認。

隣接する留萌開
建と合同で排水
訓練を実施。

・昨年度に引き
続き、関係機関
と連絡体制の確
認を行う。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連絡体制の確
認を行う。

・昨年度に引き
続き、関係機関
と連絡体制の確
認を行う。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討。

関係機関と連携
した排水訓練を
検討。

・昨年度に引き
続き、関係機関
と連絡体制の確
認を行う。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討。

・昨年度に引き
続き、関係機関
と連絡体制の確
認を行う。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討。

・昨年度に引き
続き、関係機関
と連絡体制の確
認を行う。
・関係機関と連
携した排水訓練
を検討。

昨年度に引き続
き、既設排水系
統等について関
係機関と共同し
て排水計画の
作成を検討。

昨年度に引き続
き、既設排水系
統等について関
係機関と共同し
て排水計画の
作成を検討。

昨年度に引き続
き、既設排水系
統等について関
係機関と共同し
て排水計画の
作成を検討。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町

平成30年度から実施

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設管理者
に避難確保計
画の作成等に
ついて周知、指
導、助言等の支
援を行う。

タイムライン作
成後に避難確
保計画作成等
を支援。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内市、猿払村、浜
頓別町、中頓別町、枝幸町、
礼文町、利尻町

平成30年度から実施

昨年度に引き続
き、氾濫域を考
慮した排水計画
検討のための
資料収集等を
行う。

昨年度に引き続
き、各自治体の
ハザードマップ
を収集。

新たに示される
浸水想定を踏ま
え検討。

昨年度に引き続
き、既設排水系
統について関係
機関と共同して
排水計画の作
成を検討。

昨年度に引き続
き、既設排水系
統等について関
係機関と共同し
て排水計画の
作成を検討。

昨年度に引き続
き、市町村の要
配慮者利用施
設等への浸水リ
スク説明、水害
対策等の啓発
活動を適宜支
援。

要望により出前
講座等を随時
行う。

関係各課と連携
して要配慮者利
用施設における
避難計画策定
を支援。

浸水想定区域
内の要配慮者
利用施設と関係
各課との情報共
有を図る。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設避難計
画策定支援を
関係各課と連携
して検討。

昨年度に引き続
き、関係機関と
連携して要配慮
者利用施設を
訪問し、避難計
画策定を啓発。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設避難計
画策定支援を
関係各課と連携
して検討。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設へ浸水リ
スク説明、パン
フレット等による
水害対策の啓
発。

昨年度に引き続
き、要配慮者利
用施設避難計
画策定支援を
関係各課と連携
して検討。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

要配慮者利用
施設の計画する
避難訓練の支
援。

タイムラインを
活用した要配慮
者利用施設、関
係各課と連携し
た情報伝達訓
練、避難訓練の
検討、避難確保
計画作成に向
けた支援の検
討、実施。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

昨年度に引き続
き、防災活動に
おいて近隣の消
防団間で連携、
協力を図る。

浸水想定区域
図等の提示後
に検討。

昨年度に引き続
き、「川の防災
情報」により水
位等の情報を
取得、関係部署
で共有。

昨年度に引き続
き、市町村担当
者との情報共有
や連絡体制の
確立を図る。

昨年度に引き続
き、市町村担当
者との情報共有
や連絡体制の
確立を図る。

4/5



稚内地方
気象台

稚内市 猿払村 浜頓別町

資料３
進捗達成度

（上段：計画（　　　　　　）、下段：実績（　　　　　　））

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度

宗谷総合
振興局

稚内開発
建設部

礼文町 利尻町 利尻富士町
北海道警察

旭川方面本部
稚内警察署

令和元年度（２０１９年度）における河川の減災に係る取組予定
大項目 中項目 小項目 取組主体 目標時期 中頓別町 枝幸警察署

稚内地区
消防事務組合

消防本部

利尻礼文
消防事務組合

消防本部

南宗谷消防
組合消防本部

枝幸町

③ その他

■災害対応に関する事項

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

②災害情報の共有体制の強化

①災害時及び災害復旧に対する支援強化

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内
警察署、枝幸警察署、稚内
地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合
消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

引き続き実施

昨年度に引き続
き、異常気象時
において関係機
関と情報共有を
行う。

昨年度に引き続
き、自治体との
ホットライン（幹
部・防災担当）
構築、各防災機
関との連絡体制
確認、リエゾン
派遣による情報
収集等を行う。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の市町村に特
化した気象支援
資料を提供、関
係機関との情報
共有を行う。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

宗谷総合振興局、稚内開発
建設部、稚内地方気象台、
稚内市、猿払村、浜頓別町、
中頓別町、枝幸町、礼文町、
利尻町、利尻富士町、北海
道警察旭川方面本部、稚内
警察署、枝幸警察署、稚内
地区消防事務組合消防本
部、利尻礼文消防事務組合
消防本部、南宗谷消防組合
消防本部

引き続き実施

昨年度に引き続
き、「防災情報
に関する打合せ
会」を開催。

昨年度に引き続
き、防災情報に
関する打合せ、
宗谷防災講座
等参加。

・昨年度に引き
続き、「防災情
報に関する打合
せ会」を開催。
・災害が発生し
た際は、協議会
を活用し危険度
分布や流域雨
量指数について
情報を共有。
（稚内地方気象
台）

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会への
参加と関係機関
への情報提供
等。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、協議会の場
等活用し、災害
情報の共有を
図る。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。

昨年度に引き続
き、地域防災計
画の改定及び
防災会議等によ
り災害時におけ
る情報共有に関
する体制を強
化。

昨年度に引き続
き、災害発生時
の関係機関との
情報共有に努
める。
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